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１．事業の背景・目的

２．補助事業の概要

無人自動運転等のCASE対応に向けた実証・支援事業（健全な製品エコシステム構築・ルール形成促進事業）

低迷する中古電動車市場の拡大、電池の循環価値向上による海外流出抑制などの課題を解決し、市場成
長を促す循環エコシステムを構築することを目指す。本事業では、中古電動車の価値を診断評価して電
動車の適正な価値を訴求する技術を確立し、サービスに活用可能な診断評価手法の開発を行うことを目
的とする。
具体的には、①中古売買の事業者等が利用でき、客観的な評価が可能な安価で短時間計測ができる、使
いやすい診断装置の開発。②多数の中古車の診断試験によってデータを取得して保証評価の統計モデル
を構築し、大手保険事業者と保証サービス案を策定。③診断技術の信頼性をデータによって証明し、客
観評価が可能な検定・認証の方法の基準案を中古流通事業者と策定。
構築された車載電池の循環エコシステムは、情報プラットフォームを共通基盤として、様々な事業者が
連携して電池や電動車さらにCO2削減効果、エネルギー利用、循環資源の価値を顕在化して各種サービ
スとともに市場流通することで、国際競争力のある成長市場を形成することに貢献する。
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